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NII RDCと人材育成
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学認LMSで提供する研究データ管理コース
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１

オープンサイエンス時代
における研究データマネ
ジメント基礎
（2025.6.10開講）

オープンサイエンスの動向や研究データ管理のライフサイクル・必要
性等、研究データ管理に必要な基礎的な知識・スキルを提供

２
GakuNin RDM利用支援
コース

研究データ管理基盤GakuNin RDMをこれから使い始める方や、もっ
と活用したい方のためのコースです。GakuNinRDMの導入や活用に
役立つ基本知識を提供

３
GakuNin RDM利用支援
コース：研究室編
（2025.6.10開講）

研究データ管理基盤GakuNin RDMを研究室で利用する方で、ご自身
の研究活動にあわせた基本的な操作をできるようになりたい方におす
すめのコース。研究室の年間活動を想定した4つの項目で構成
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情報基盤スタッフ向けの
研究データマネジメント

JPCOARが公開した「研究者のための研究データマネジメント」を元
に、大学ICT推進協議会（AXIES）研究データマネジメント部会のメ
ンバーにより、情報基盤スタッフ向けに再構成・加筆した教材。



研究データ管理の教育と職業/個人差
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図書館職員 研究者 学生・院生 URA 研究データ
管理担当者

職業によって、必要な知識・スキルは異なる
例：図書館職員：データの公開や共有、情報基盤職員は基盤構築など）

同じ職業でも、経験によって知識やスキルは異なる
例：新人とベテランの違い、前職でみにつけた知識など



スキルに基づくコンテンツ流通および人材可視化

国立情報学研究所オープンサイエンス研究データ基盤作業部会
トレーニング・サブ・ワーキング・グループ（2021）

研究データ管理支援人材に求められる標準スキル（ver.0.1）
https://repository.nii.ac.jp/records/2000219#%2F.YUR2Obj7SUl

•研究データ管理の支援に関わる「業務」をフレームワークとして、研究
データ管理の支援業務を遂行するにあたって、研究分野を問わずに求めら
れる、知識・技術（スキル）・能力・行動特性（コンピテンシー）を整理
•スキルと職業（図書館職員やURAなど）の関係性についても整理
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https://repository.nii.ac.jp/records/2000219#%2F.YUR2Obj7SUl


研究データ管理標準スキル一覧表
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研究データ管理標準スキルを以下
の項目ごとに絞り込んで表示する
機能

• 職業別（URA、RDMコーディ
ネータ、情報基盤スタッフ）

• 研究段階別（全段階、研究前段
階、研究中、研究後）



研究データ管理に必要な職種別のラーニングパス表示機能
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以下の3つの業種について、
スキルを整理、ラーニングパ
スを作成し、表示機能へ実装

• 研究データ管理担当者
（RDMコーディネータ）

• 図書館職員向け
• 情報基盤職員向け



職種別に研究データ管理について学習する個別最適化機能
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• ラーニングパスに基づい
て職種別に個別最適化さ
れた学習コンテンツを学
習 

• 事前テストの結果をもと
に、最低限の学習で済む
ように設計 
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